
外 国 語

Ⅰ 改訂の要点

１ 外国語科改訂の趣旨

・グローバル化が急速に進展する中で，外国語によるコミュニケーション能力は，これまでのように一部の業

種や職種だけではなく，生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定され，その能力の向上が課題と

なっている。

・高等学校の授業においては，特に「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動が適切に行われていないこ

と，「やり取り」や「即興性」を意識した言語活動が十分ではないこと，読んだことについて意見を述べ合う

など複数の領域を結び付けた言語活動が適切に行われていないことといった課題がある。

・こうした課題を踏まえ，小・中・高等学校で一貫した目標を実現するため，外国語を用いて「何ができるよ

うになるか」という形で目標を設定し，外国語教育の特質に応じた「外国語によるコミュニケーションにお

ける見方・考え方」を働かせ，外国語による「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと」及び「書くこと」の言

語活動を通して情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーション

を図るために必要な「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の資質・

能力を更に育成することを目指して改善を図った。

・統合的な言語活動を通して「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，「書く

こと」の五つの領域を総合的に扱うことを一層重視する科目と，話すことと書くことによる発信能力の育成

を強化する科目をそれぞれ新設し，外国語でコミュニケーションを図る資質・能力を育成するための言語活

動を充実させることとした。

２ 外国語科の目標

３ 外国語科の科目編成

各科目の構成については，五つの領域を統合的な言語活動を通して総合的に指導するとともに，中学校におけ

る学習内容の確実な定着と更なる発信力の強化を図る観点から，科目の構成が改善された。

中学校における学習を踏まえた上で，五つの領域別の言語活動及び複数の領域を結び付けた統合的な言語活動

を通して，五つの領域を総合的に扱うことを一層重視する必履修科目として「英語コミュニケーションⅠ」が設

定され，更なる総合的な英語力の向上を図るための選択科目として「英語コミュニケーションⅡ」及び「英語コ

ミュニケーションⅢ」が設定された。

また，「話すこと」，「書くこと」を中心とした発信力の強化を図るため，特にスピーチ，プレゼンテーション，

ディベート，ディスカッション，まとまりのある文章を書くことなどを扱う選択科目として「論理・表現Ⅰ」，「論

理・表現Ⅱ」及び「論理・表現Ⅲ」が設定された。

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，

書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切

に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働

きなどの理解を深めるとともに，これらの知

識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書く

ことによる実際のコミュニケーションにお

いて，目的や場面，状況などに応じて適切に

活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況

などに応じて，日常的な話題や社会的な話題

について，外国語で情報や考えなどの概要や

要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的

確に理解したり，これらを活用して適切に表

現したり伝え合ったりすることができる力

を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深

め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮

しながら，主体的，自律的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする態度を

養う。



※下線は必履修科目

４ 話題について

高等学校ではどの科目においても「日常的な話題」及び「社会的な話題」を扱う。取り扱う話題の種類につい

ては，中学校と大きな違いはないが，高等学校では，より深く多面的・多角的な考察が求められる。そのため，

英語に関しても使用すべき語彙や表現などが高度化することが必要であることに留意する。日常的な話題とは，

生徒の日々の生活に関わる話題のうち，生徒にとって身近な学校生活や家庭生活などに関わるものであり，中学

校で扱った話題に，高校生の生活範囲の広がりに応じた話題を加えたものである。社会的な話題とは，広く国内

外で起こっている事象など社会で起こっている出来事や問題に関わるものであるが，日常的な話題と同様に，生

徒の発達の段階や習熟の状況などに応じて，高校生にとって興味・関心のある話題を取り上げながら，徐々に，

時事的な話題や学術的な話題で，より抽象度が高い内容や詳細で具体的な情報などを扱っていくことが考えられ

る。

Ⅱ 各科目の特徴

１ 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ

（１）目標

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書く

ことの五つの領域（以下この節において「五つの領域」という。）別に設定する目標の実現を目指した指導を通し

て，「外国語科の目標」の「知識及び技能」及び「思考力，判断力，表現力等」に示す資質・能力を一体的に育成

するとともに，その過程を通して，「外国語科の目標」の「学びに向かう力，人間性等」に示す資質・能力を育成

する。

（２）各領域別の目標

平成21年告示学習指導要領 平成30年告示学習指導要領

科 目 名 標準単位数 科 目 名 標準単位数

コミュニケーション英語基礎

コミュニケーション英語Ⅰ

コミュニケーション英語Ⅱ

コミュニケーション英語Ⅲ

英語表現Ⅰ

英語表現Ⅱ

英語会話

２

３

４

４

２

４

２

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

論理・表現Ⅰ

論理・表現Ⅱ

論理・表現Ⅲ

３

４

４

２

２

２

領
域

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ

聞
く
こ
と

ア 日常的な話題について，話される速さ

や，使用される語句や文，情報量などに

おいて，多くの支援を活用すれば，必要

な情報を聞き取り，話し手の意図を把握

することができるようにする。

ア 日常的な話題について，話される速さ

や，使用される語句や文，情報量などに

おいて，一定の支援を活用すれば，必要

な情報を聞き取り，話の展開や話し手の

意図を把握することができるようにす

る。

ア 日常的な話題について，話される速さ

や，使用される語句や文，情報量などに

おいて，支援をほとんど活用しなくて

も，必要な情報を聞き取り，話の展開や

話し手の意図を把握することができる

ようにする。

イ 社会的な話題について，話される速さ

や，使用される語句や文，情報量などに

おいて，多くの支援を活用すれば，必要

な情報を聞き取り，概要や要点を目的に

応じて捉えることができるようにする。

イ 社会的な話題について，話される速さ

や，使用される語句や文，情報量などに

おいて，一定の支援を活用すれば，必要

な情報を聞き取り，概要や要点，詳細を

目的に応じて捉えることができるよう

にする。

イ 社会的な話題について，話される速さ

や，使用される語句や文，情報量などに

おいて，支援をほとんど活用しなくて

も，話の展開に注意しながら必要な情報

を聞き取り，概要や要点，詳細を目的に

応じて捉えることができるようにする。



読
む
こ
と

ア 日常的な話題について，使用される語

句や文，情報量などにおいて，多くの支

援を活用すれば，必要な情報を読み取

り，書き手の意図を把握することができ

るようにする。

ア 日常的な話題について，使用される語

句や文，情報量などにおいて，一定の支

援を活用すれば，必要な情報を読み取

り，文章の展開や書き手の意図を把握す

ることができるようにする。

ア 日常的な話題について，使用される語

句や文，情報量などにおいて，支援をほ

とんど活用しなくても，必要な情報を読

み取り，文章の展開や書き手の意図を把

握することができるようにする。

イ 社会的な話題について，使用される語

句や文，情報量などにおいて，多くの支

援を活用すれば，必要な情報を読み取

り，概要や要点を目的に応じて捉えるこ

とができるようにする。

イ 社会的な話題について，使用される語

句や文，情報量などにおいて，一定の支

援を活用すれば，必要な情報を読み取

り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉

えることができるようにする。

イ 社会的な話題について，使用される語

句や文，情報量などにおいて，支援をほ

とんど活用しなくても，文章の展開に注

意しながら必要な情報を読み取り，概要

や要点，詳細を目的に応じて捉えること

ができるようにする。

話
す
こ
と
〔
や
り
取
り
〕

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，多くの

支援を活用すれば，基本的な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを伝え

合うやり取りを続けることができるよ

うにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，一定の

支援を活用すれば，多様な語句や文を用

いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく

話して伝え合うやり取りを続けること

ができるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，支援を

ほとんど活用しなくても，多様な語句や

文を目的や場面，状況などに応じて適切

に用いて，情報や考え，気持ちなどを詳

しく話して伝え合うやり取りを続け，会

話を発展させることができるようにす

る。

イ 社会的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，多くの

支援を活用すれば，聞いたり読んだりし

たことを基に，基本的な語句や文を用い

て，情報や考え，気持ちなどを論理性に

注意して伝え合うことができるように

する。

イ 社会的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，一定の

支援を活用すれば，聞いたり読んだりし

たことを基に，多様な語句や文を用い

て，情報や考え，気持ちなどを論理性に

注意して詳しく話して伝え合うことが

できるようにする。

イ 社会的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，支援を

ほとんど活用しなくても，聞いたり読ん

だりしたことを基に，多様な語句や文を

目的や場面，状況などに応じて適切に用

いて，情報や考え，課題の解決策などを

論理的に詳しく話して伝え合うことが

できるようにする。

話
す
こ
と
〔
発
表
〕

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの

支援を活用すれば，基本的な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

性に注意して伝えることができるよう

にする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の

支援を活用すれば，多様な語句や文を用

いて，情報や考え，気持ちなどを論理性

に注意して詳しく話して伝えることが

できるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援を

ほとんど活用しなくても，多様な語句や

文を目的や場面，状況などに応じて適切

に用いて，情報や考え，気持ちなどを論

理的に詳しく話して伝えることができ

るようにする。

イ 社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの

支援を活用すれば，聞いたり読んだりし

たことを基に，基本的な語句や文を用い

て，情報や考え，気持ちなどを論理性に

注意して伝えることができるようにす

る。

イ 社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の

支援を活用すれば，聞いたり読んだりし

たことを基に，多様な語句や文を用い

て，情報や考え，気持ちなどを論理性に

注意して詳しく話して伝えることがで

きるようにする。

イ 社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援を

ほとんど活用しなくても，聞いたり読ん

だりしたことを基に，多様な語句や文を

目的や場面，状況などに応じて適切に用

いて，情報や考え，気持ちなどを論理的

に詳しく話して伝えることができるよ

うにする。



（３）各領域における内容（言語活動）

書
く
こ
と

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの

支援を活用すれば，基本的な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

性に注意して伝える文章を書くことが

できるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の

支援を活用すれば，多様な語句や文を用

いて，情報や考え，気持ちなどを論理性

に注意して複数の段落から成る文章で

詳しく書いて伝えることができるよう

にする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援を

ほとんど活用しなくても，多様な語句や

文を目的や場面，状況などに応じて適切

に用いて，情報や考え，気持ちなどを複

数の段落から成る文章で論理的に詳し

く書いて伝えることができるようにす

る。

イ 社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの

支援を活用すれば，聞いたり読んだりし

たことを基に，基本的な語句や文を用い

て，情報や考え，気持ちなどを論理性に

注意して伝える文章を書くことができ

るようにする。

イ 社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の

支援を活用すれば，聞いたり読んだりし

たことを基に，多様な語句や文を用い

て，情報や考え，気持ちなどを論理性に

注意して複数の段落から成る文章で詳

しく書いて伝えることができるように

する。

イ 社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援を

ほとんど活用しなくても，聞いたり読ん

だりしたことを基に，多様な語句や文を

目的や場面，状況などに応じて適切に用

いて，情報や考え，気持ちなどを複数の

段落から成る文章で論理的に詳しく書

いて伝えることができるようにする。

領
域

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ

聞
く
こ
と

(ｱ)日常的な話題について，話される速さ

が調整されたり，基本的な語句や文での

言い換えを十分に聞いたりしながら，対

話や放送などから必要な情報を聞き取

り，話し手の意図を把握する活動。また，

聞き取った内容を話したり書いたりし

て伝え合う活動。

(ｱ)日常的な話題について，必要に応じて，

話される速さが調整されたり，別の語句

や文での言い換えを聞いたりしながら，

対話やスピーチなどから必要な情報を

聞き取り，話の展開や話し手の意図を把

握する活動。また，聞き取った内容を基

に考えをまとめ，話したり書いたりして

伝え合う活動。

(ｱ)日常的な話題について，インタビュー

やニュースなどから必要な情報を聞き

取り，話の展開や話し手の意図を把握す

る活動。また，聞き取った内容について，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合

ったりする活動。

(ｲ)社会的な話題について，話される速さ

が調整されたり，基本的な語句や文での

言い換えを十分に聞いたりしながら，対

話や説明などから必要な情報を聞き取

り，概要や要点を把握する活動。また，

聞き取った内容を話したり書いたりし

て伝え合う活動。

(ｲ)社会的な話題について，必要に応じて，

話される速さが調整されたり，別の語句

や文での言い換えを聞いたりしながら，

説明や討論などから必要な情報を聞き

取り，概要や要点，詳細を把握する活動。

また，聞き取った内容を基に考えをまと

め，話したり書いたりして伝え合う活

動。

(ｲ)社会的な話題について，複数のニュー

スや講演などから話の展開に注意しな

がら必要な情報を聞き取り，概要や要

点，詳細を把握する活動。また，聞き取

った内容について，質疑応答をしたり，

意見や感想を伝え合ったりする活動。

読
む
こ
と

(ｱ)日常的な話題について，基本的な語句

や文での言い換えや，書かれている文章

の 背景に関する説明などを十分に聞い

たり読んだりしながら，電子メールやパ

ンフレットなどから必要な情報を読み

取り，書き手の意図を把握する活動。ま

た，読み取った内容を話したり書いたり

して伝え合う活動。

(ｱ)日常的な話題について，必要に応じて，

別の語句や文での言い換えや，書かれて

いる文章の背景に関する説明などを聞

いたり読んだりしながら，新聞記事や広

告などから必要な情報を読み取り，文章

の展開や書き手の意図を把握する活動。

また，読み取った内容を基に考えをまと

め，話したり書いたりして伝え合う活

動。

(ｱ)日常的な話題について，新聞記事や物

語などから必要な情報を読み取り，文章

の展開や書き手の意図を把握する活動。

また，読み取った内容について，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったり

する活動。



読
む
こ
と

(ｲ)社会的な話題について，基本的な語句

や文での言い換えや，書かれている文章

の背景に関する説明などを十分に聞い

たり読んだりしながら，説明文や論証文

などから必要な情報を読み取り，概要や

要点を把握する活動。また，読み取った

内容を話したり書いたりして伝え合う

活動。

(ｲ)社会的な話題について，必要に応じて，

別の語句や文での言い換えや，書かれて

いる文章の背景に関する説明などを聞

いたり読んだりしながら，論証文や報告

文などから必要な情報を読み取り，概要

や要点，詳細を把握する活動。また，読

み取った内容を基に考えをまとめ，話し

たり書いたりして伝え合う活動。

(ｲ)社会的な話題について，複数の論証文

や記録文などから文章の展開に注意し

ながら課題を解決するために必要な情

報を読み取り，概要や要点，詳細をまと

める活動。また，まとめた内容を基に解

決策を考え，話したり書いたりして伝え

合う活動。

話
す
こ
と
〔
や
り
取
り
〕

(ｱ)身近な出来事や家庭生活などの日常的

な話題について，使用する語句や文，や

り取りの具体的な進め方が十分に示さ

れる状況で，情報や考え，気持ちなどを

即興で話して伝え合う活動。また，やり

取りした内容を整理して発表したり，文

章を書いたりする活動。

(ｱ)関心のある事柄や学校生活などの日常

的な話題について，必要に応じて，使用

する語句や文，やり取りの具体的な進め

方が示される状況で，情報や考え，気持

ちなどを詳しく話して伝え合う活動。ま

た，やり取りした内容を整理して発表し

たり，文章を書いたりする活動。

(ｱ)学校外での生活や地域社会などの日常

的な話題について，情報や考え，気持ち

などを詳しく話して伝え合い，会話を発

展させる活動。また，やり取りした内容

を整理して発表したり，文章を書いたり

する活動。

(ｲ)社会的な話題について，使用する語句

や文，やり取りの具体的な進め方が十分

に示される状況で，対話や説明などを聞

いたり読んだりして，賛成や反対の立場

から，情報や考え，気持ちなどを理由や

根拠とともに話して伝え合う活動。ま

た，やり取りした内容を踏まえて，自分

自身の考えなどを整理して発表したり，

文章を書いたりする活動。

(ｲ)社会的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，やり取りの具体的な

進め方が示される状況で，説明や討論な

どを聞いたり読んだりして，賛成や反対

の立場から，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに詳しく話して伝え

合う活動。また，やり取りした内容を踏

まえて，自分自身の考えなどを整理して

発表したり，文章を書いたりする活動。

(ｲ)社会的な話題について，ニュースや講

演などを聞いたり読んだりして，情報や

考え，課題の解決策などを明確な理由や

根拠とともに詳しく話して伝え合う活

動。また，やり取りした内容を踏まえて，

自分自身の考えなどを整理して発表し

たり，文章を書いたりする活動。

話
す
こ
と
〔
発
表
〕

(ｱ)身近な出来事や家庭生活などの日常的

な話題について，使用する語句や文，発

話 例が十分に示されたり，準備のため

の多くの時間が確保されたりする状況

で，情報や考え，気持ちなどを理由や根

拠とともに話して伝える活動。また，発

表した内容について，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活

動。

(ｱ)関心のある事柄や学校生活などの日常

的な話題について，必要に応じて，使用

する語句や文，発話例が示されたり，準

備のための一定の時間が確保されたり

する状況で，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに詳しく話して伝え

る活動。また，発表した内容について，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合

ったりする活動。

(ｱ)学校外での生活や地域社会などの日常

的な話題について，情報や考え，気持ち

などを明確な理由や根拠とともに詳し

く話して伝える活動。また，発表した内

容について，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。

(ｲ)社会的な話題について，使用する語句

や文，発話例が十分に示されたり，準備

のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，対話や説明などを聞いたり読

んだりして，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに話して伝える活動。

また，発表した内容について，質疑応答

をしたり，意見や感想を伝え合ったりす

る活動。

(ｲ)社会的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，発話例が示された

り，準備のための一定の時間が確保され

たりする状況で，説明や討論などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ち

などを理由や根拠とともに詳しく話し

て伝える活動。また，発表した内容につ

いて，質疑応答をしたり，意見や感想を

伝え合ったりする活動。

(ｲ)社会的な話題について，ニュースや講

演などを聞いたり読んだりして，情報や

考え，気持ちなどを明確な理由や根拠と

ともに詳しく話して伝える活動。また，

発表した内容について，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活

動。



（４）内容の取扱い

２ 論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（１）目標

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの三つの領域（以

下この節において「三つの領域」という。）別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，「外国語科の目

標」の「知識及び技能」及び「思考力，判断力，表現力等」に示す資質・能力を一体的に育成するとともに，そ

の過程を通して，「外国語科の目標」の「学びに向かう力，人間性等」に示す資質・能力を育成する。

（２）各領域別の目標

書
く
こ
と

(ｱ)身近な出来事や家庭生活などの日常的

な話題について，使用する語句や文，文

章例が十分に示されたり，準備のための

多くの時間が確保されたりする状況で，

情報や考え，気持ちなどを理由や根拠と

ともに段落を書いて伝える活動。また，

書いた内容を読み合い，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活

動。

(ｱ)関心のある事柄や学校生活などの日常

的な話題について，必要に応じて，使用

する語句や文，文章例が示されたり，準

備のための一定の時間が確保されたり

する状況で，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに複数の段落を用い

て詳しく書いて伝える活動。また，書い

た内容を読み合い，質疑応答をしたり，

意見や感想を伝え合ったりする活動。

(ｱ)学校外での生活や地域社会などの日常

的な話題について，情報や考え，気持ち

などを明確な理由や根拠とともに複数

の段落を用いて詳しく書いて伝える活

動。また，書いた内容を読み合い，質疑

応答をしたり，意見や感想を伝え合った

りする活動。

(ｲ)社会的な話題について，使用する語句

や文，文章例が十分に示されたり，準備

のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，対話や説明などを聞いたり読

んだりして，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合

ったりする活動。

(ｲ)社会的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示された

り，準備のための一定の時間が確保され

たりする状況で，説明や討論などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ち

などを理由や根拠とともに複数の段落

を用いて詳しく書いて伝える活動。ま

た，書いた内容を読み合い，質疑応答を

したり，意見や感想を伝え合ったりする

活動。

(ｲ)社会的な話題について，情報や考え，

気持ちなどを自分自身の立場を明らか

にしながら，明確な理由や根拠とともに

複数の段落を用いて詳しく書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合

ったりする活動。

英語コミュニケーションⅠ

・中学校におけるコミュニケーションを図る資質・能力を育成するための総合的な指導を踏まえ，五つの領域

別の言語活動及び複数の領域を結び付けた統合的な言語活動を通して，総合的に指導するものとする。

・中学校における学習との接続のため，既習の語句や文構造，文法事項などの学習内容を繰り返したり，特に

この科目の学習の初期の段階においては中学校における基礎的な学習内容を整理したりして指導し，定着を

図るよう配慮するものとする。

英語コミュニケーションⅡ・Ⅲ

コミュニケーションを図る資質・能力を育成するためのこれまでの総合的な指導を踏まえ，五つの領域別の

言語活動及び複数の領域を結び付けた統合的な言語活動を通して，総合的に指導するものとする。

領
域

論理・表現Ⅰ 論理・表現Ⅱ 論理・表現Ⅲ

話
す
こ
と
〔
や
り
取
り
〕

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，多くの

支援を活用すれば，基本的な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを話し

て伝え合ったり，やり取りを通して必要

な情報を得たりすることができるよう

にする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，一定の

支援を活用すれば，多様な語句や文を用

いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく

話して伝え合ったり，立場や状況が異な

る相手と交渉したりすることができる

ようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，支援を

ほとんど活用しなくても，複数の資料を

活用しながら，多様な語句や文を目的や

場面，状況などに応じて適切に用いて，

課題を解決することができるよう，情報

や考え，気持ちなどを整理して話して伝

え合うことができるようにする。



話
す
こ
と
〔
や
り
取
り
〕

イ 日常的な話題や社会的な話題につい

て，使用する語句や文，対話の展開など

において，多くの支援を活用すれば，デ

ィベートやディスカッションなどの活

動を通して，聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら，基本的な語句や文を用

いて，意見や主張などを論理の構成や展

開を工夫して話して伝え合うことがで

きるようにする。

イ 日常的な話題や社会的な話題につい

て，使用する語句や文，対話の展開など

において，一定の支援を活用すれば，デ

ィベートやディスカッションなどの活

動を通して，聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら，多様な語句や文を用い

て，意見や主張，課題の解決策などを論

理の構成や展開を工夫して詳しく話し

て伝え合うことができるようにする。

イ 日常的な話題や社会的な話題につい

て，使用する語句や文，対話の展開など

において，支援をほとんど活用しなくて

も，ディベートやディスカッションなど

の活動を通して，複数の資料を活用しな

がら，多様な語句や文を目的や場面，状

況などに応じて適切に用いて，意見や主

張，課題の解決策などを，聞き手を説得

できるよう， 論理の構成や展開を工夫

して詳しく話して伝え合うことができ

るようにする。

話
す
こ
と
〔
発
表
〕

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの

支援を活用すれば，基本的な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

の構成や展開を工夫して話して伝える

ことができるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の

支 援を活用すれば，多様な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

の構成 や展開を工夫して詳しく話して

伝えることができるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援を

ほとんど活用しなくても，多様な語句や

文を目的や場面，状況などに応じて適切

に用いて，情報や考え，気持ちなどを，

聞き手を説得できるよう，論理の構成や

展開を工夫して詳しく話して伝えるこ

とができるようにする。

イ 日常的な話題や社会的な話題につい

て，使用する語句や文，事前の準備など

において，多くの支援を活用すれば，ス

ピーチやプレゼンテーションなどの活

動を通して，聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら，基本的な語句や文を用

いて，意見 や主張などを論理の構成や

展開を工夫して話して伝えることがで

きるようにする。

イ 日常的な話題や社会的な話題につい

て，使用する語句や文，事前の準備など

において，一定の支援を活用すれば，ス

ピーチやプレゼンテーションなどの活

動を通して，聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら，多様な語句や文を用い

て，意見や主張などを論理の構成や展開

を工夫して詳しく話して伝えることが

できるようにする。

イ 日常的な話題や社会的な話題につい

て，使用する語句や文，事前の準備など

において，支援をほとんど活用しなくて

も，スピーチやプレゼンテーションなど

の活動を通して，複数の資料を活用しな

がら，多様な語句や文を目的や場面，状

況などに応じて適切に用いて，意見や主

張などを，聞き手を説得できるよう，論

理の構成や展開を工夫して詳しく話し

て伝えることができるようにする。

書
く
こ
と

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの

支援を活用すれば，基本的な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

の構成や展開を工夫して文章を書いて

伝えることができるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の

支援を活用すれば，多様な語句や文を用

いて，情報や考え，気持ちなどを論理の

構成や展開を工夫して複数の段落から

成る文章で詳しく書いて伝えることが

できるよう にする。

ア 日常的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援を

ほとんど活用しなくても，多様な語句や

文を目的や場面，状況などに応じて適切

に用いて，情報や考え，気持ちなどを，

読み手を説得できるよう，論理の構成や

展開を工夫して複数の段落から成る文

章で詳しく書いて伝えることができる

ようにする。

イ 日常的な話題や社会的な話題につい

て，使用する語句や文，事前の準備など

において，多くの支援を活用すれば，聞

いたり読んだりしたことを活用しなが

ら，基本的な語句や文を用いて，意見や

主張などを論理の構成や展開を工夫し

て文章を書いて伝えることができるよ

うにする。

イ 日常的な話題や社会的な話題につい

て，使用する語句や文，事前の準備など

において，一定の支援を活用すれば，聞

いたり読んだりしたことを活用しなが

ら，多様な語句や文を用いて，意見や主

張などを論理の構成や展開を工夫して

複数の段落から成る文章で詳しく書い

て伝えることができるようにする。

イ 日常的な話題や社会的な話題につい

て，使用する語句や文，事前の準備など

において，支援をほとんど活用しなくて

も，複数の資料を活用しながら，多様な

語句や文を目的や場面，状況などに応じ

て適切に用いて，意見や主張などを，読

み手を説得できるよう，論理の構成や展

開を工夫して複数の段落から成る文章

で詳しく書いて伝えることができるよ

うにする。



（３）各領域における内容（言語活動）

領
域

論理・表現Ⅰ 論理・表現Ⅱ 論理・表現Ⅲ

話
す
こ
と
〔
や
り
取
り
〕

(ｱ)関心のある事柄や学校生活などの日常

的な話題について，使用する語句や文，

やり取りの具体的な進め方が十分に示

される状況で，情報や考え，気持ちなど

を話して伝え合ったり，やり取りを通し

て必要な情報を得たりする活動。また，

やり取りした内容を整理して発表した

り，文章を書いたりする活動。

(ｱ)学校外での生活や地域社会などの日常

的な話題について，必要に応じて，使用

する語句や文，やり取りの具体的な進め

方が示される状況で，情報や考え，気持

ちなどを詳しく話して伝え合ったり，自

分自身の状況や要望を伝え，相手の意向

を把握しながら交渉したりする活動。ま

た，やり取りした内容を整理して発表し

たり，文章を書いたりする活動。

(ｱ)日常的な話題について，ニュースや新

聞記事などの複数の資料を活用して，情報

や考え，気持ちなどを整理して話して伝え

合ったり，課題を解決するために話し合っ

たりする活動。また，やり取りした内容を

整理して発表したり，文章を書いたりする

活動。

(ｲ)日常的な話題や社会的な話題に関して

聞いたり読んだりした内容について，使

用する語句や文，やり取りの具体的な進

め方が十分に示される状況で，優れてい

る点や改善すべき点を話して伝え合っ

たり，意見や主張などを適切な理由や根

拠とともに伝え合うディベートやディ

スカッションをする活動。また，やり取

りした内容を踏まえて，自分自身の考え

などを整理して発表したり，文章を書い

たりする活動。

(ｲ)日常的な話題や社会的な話題に関して

聞いたり読んだりした内容について，必

要に応じて，使用する語句や文，やり取

りの具体的な進め方が示される状況で，

課題を明確に説明し，その解決策を提案

し合ったり，意見や主張，課題の解決策

などを適切な理由や根拠とともに詳し

く伝え合ったりするディベートやディ

スカッションをする活動。また，やり取

りした内容を踏まえて，自分自身の考え

などを整理して発表したり，文章を書い

たりする活動。

(ｲ)日常的な話題や社会的な話題に関して

聞いたり読んだりした内容について，質

疑応答をしたり，聞き手を説得すること

ができるよう，ニュースや新聞記事など

の複 数の資料を活用して，意見や主張，

課題の解決策などを効果的な理由や根

拠とともに詳しく伝え合ったりするデ

ィベートやディスカッションをする活

動。また，やり取りした内容を踏まえて，

自分自身の考えなどを，整理して発表し

たり，文章を書いたりする活動。

話
す
こ
と
〔
発
表
〕

(ｱ)関心のある事柄や学校生活などの日常

的な話題について，使用する語句や文，

発話例が十分に示されたり，準備のため

の多くの時間が確保されたりする状況

で，情報や考え，気持ちなどを適切な理

由や根拠とともに話して伝える活動。ま

た，発表した内容について，質疑応答を

したり，意見や感想を伝え合ったりする

活動。

(ｱ)学校外での生活や地域社会などの日常

的な話題について，必要に応じて，使用

する語句や文，発話例が示されたり，準

備のための一定の時間が確保されたり

する状況で，情報や考え，気持ちなどを

適切な理由や根拠とともに詳しく話し

て伝える活動。また，発表した内容につ

いて，質疑応答をしたり，意見や感想を

伝え合ったりする活動。

(ｱ)日常的な話題について，聞き手を説得

することができるよう，情報や考え，気

持 ちなどを効果的な理由や根拠ととも

に詳しく話して伝える活動。また，発表

した内 容について，質疑応答をしたり，

意見や感想を伝え合ったりする活動。

(ｲ)日常的な話題や社会的な話題に関して

聞いたり読んだりした内容について，使

用する語句や文，発話例が十分に示され

たり，準備のための多くの時間が確保さ

れたりする状況で，段階的な手順を踏み

ながら，意見や主張などを適切な理由や

根拠とともに伝える短いスピーチやプ

レゼンテーションをする活動。また，発

表した内容について，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活

動。

(ｲ)日常的な話題や社会的な話題に関して

聞いたり読んだりした内容について，必

要に応じて，使用する語句や文，発話例

が示されたり，準備のための一定の時間

が確保されたりする状況で，段階的な手

順を踏みながら，意見や主張などを適切

な理由や根拠とともに詳しく伝えるス

ピーチやプレゼンテーションをする活

動。また，発表した内容について，質疑

応答をしたり，意見や感想を伝え合った

りする活動。

(ｲ)日常的な話題や社会的な話題につい

て，ニュースや新聞記事などの複数の資

料を活用して，段階的な手順を踏みなが

ら，聞き手を説得することができるよ

う，意見や主張などを効果的な理由や根

拠とともに詳しく伝えるまとまりのあ

る長さのスピーチやプレゼンテーショ

ンをする活動。また，発表した内容につ

いて，質疑応答をしたり，意見や感想を

伝え合ったりする活動。



（４）内容の取扱い

Ⅲ 指導計画作成上の配慮事項

指導計画の作成に当たっては，小学校や中学校における指導との接続に留意しながら，次の事項に配慮するも

のとする。

１ 単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，生徒の主体的・対

話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際，具体的な課題等を設定し，生徒が外国語によるコミ

ュニケーションにおける見方・考え方を働かせながら，コミュニケーションの目的や場面，状況などを意識

して活動を行い，英語の音声や語彙，表現，文法などの知識を五つの領域（「論理・表現Ⅰ」，「論理・表現Ⅱ」

及び「論理・表現Ⅲ」においては三つの領域。）における実際のコミュニケーションにおいて活用する学習の

充実を図ること。

２ 「英語コミュニケーションⅡ」は「英語コミュニケーションⅠ」を，「英語コミュ ニケーションⅢ」は「英

語コミュニケーションⅡ」を履修した後に履修させることを原則とすること。

３ 「論理・表現Ⅱ」は「論理・表現Ⅰ」を，「論理・表現Ⅲ」は「論理・表現Ⅱ」 を履修した後に履修させ

ることを原則とすること。

４ 多様な生徒の実態に応じ，生徒の学習負担に配慮しながら，年次ごと及び科目ごとの目標を適切に定め，

学校が定める卒業までの指導計画を通して十分に段階を踏みながら，外国語科の目標の実現を図るようにす

ること。

５ 実際に英語を使用して自分自身の考えを伝え合うなどの言語活動を行う際は，既習の語句や文構造，文法

事項などの学習内容を繰り返し指導し定着を図ること。

書
く
こ
と

(ｱ)関心のある事柄や学校生活などの日常

的な話題について，使用する語句や文，

文章例が十分に示されたり，準備のため

の多くの時間が確保されたりする状況

で，情報や考え，気持ちなどを適切な理

由や根拠とともに段落を書いて伝える

活動。また，書いた内容を読み合い，質

疑応答をしたり，意見や感想を伝え合っ

たりする活動。

(ｱ)学校外での生活や地域社会などの日常

的な話題について，必要に応じて，使用

する語句や文，文章例が示されたり，準

備のための一定の時間が確保されたり

する状況で，情報や考え，気持ちなどを

適切な理由や根拠とともに複数の段落

を用いて詳しく書いて伝える活動。ま

た，書いた内容を読み合い，質疑応答を

したり，意見や感想を伝え合ったりする

活動。

(ｱ)日常的な話題について，読み手を説得

することができるよう，情報や考え，気

持ちなどを効果的な理由や根拠ととも

に複数の段落を用いて詳しく書いて伝

える活動。また，書いた内容を読み合い，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合

ったりする活動。

(ｲ)日常的な話題や社会的な話題に関して

聞いたり読んだりした内容について，使

用する語句や文，文章例が十分に示され

たり，準備のための多くの時間が確保さ

れたりする状況で，発想から推敲まで段

階的な手順を踏みながら，意見や主張な

どを適切な理由や根拠とともに段落を

書いて伝える活動。また，書いた内容を

読み合い，質疑応答をしたり，意見や感

想を伝え合ったりする活動。

(ｲ)日常的な話題や社会的な話題に関して

聞いたり読んだりした内容について，必

要に応じて，使用する語句や文，文章例

が示されたり，準備のための一定の時間

が確保されたりする状況で，発想から推

敲まで段階的な手順を踏みながら，意見

や主張などを適切な理由や根拠ととも

に複数の段落を用いて詳しく書いて伝

える活動。また，書いた内容を読み合い，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合

ったりする活動。

(ｲ)日常的な話題や社会的な話題につい

て，ニュースや新聞記事などの複数の資

料を活用して，発想から推敲 まで段階

的な手順を踏みながら，読み手を説得す

ることができるよう，意見や主張などを

効果的な理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。ま

た，書いた内容を読み合い，質疑応答を

したり，意見や感想を伝え合ったりする

活動。

論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

コミュニケーションを図る資質・能力を育成するためのこれまでの総合的な指導を踏まえ，話したり書いたり

する言語活動を中心に，情報や考えなどを表現したり伝え合ったりする能力の向上を図るように指導するものと

する。



６ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに，授業を実際のコミュニケーションの場面とするため，授

業は英語で行うことを基本とする。その際，生徒の理解の程度に応じた英語を用いるようにすること。

７ 言語能力の向上を図る観点から，言語活動などにおいて国語科と連携を図り，指導の効果を高めるととも

に，日本語と英語の語彙や表現，論理の展開などの違いや共通点に気付かせ，その背景にある歴史や文化，

習慣などに対する理解が深められるよう工夫をすること。

８ 言語活動で扱う題材は，生徒の興味・関心に合ったものとし，国語科や地理歴史科，理科など，他の教科

等で学習した内容と関連付けるなどして，英語を用いて課題解決を図る力を育成する工夫をすること。

９ 障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫

を計画的，組織的に行うこと。

10 指導計画の作成や授業の実施に当たっては，ネイティブ・スピーカーや英語が堪能な地域人材などの協力

を得る等，指導体制の充実を図るとともに，指導方法の工夫を行うこと。

平成30年改訂の高等学校学習指導要領に関するQ&A ＜外国語に関すること＞

（答）

グローバル化が急速に進展する中で，外国語によるコミュニケーション能力は，これまでのように一部の業種

や職種だけではなく，生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定されます。高等学校においては，生徒

の英語力は上昇傾向にあるものの，授業では依然として「話すこと」，「書くこと」などの言語活動が適切に行わ

れていないこと，「やり取り」や「即興性」を意識した言語活動が十分ではないこと，読んだことについて意見を

述べ合うなど複数の領域を結びつけた言語活動が適切に行われていないといった課題があります。

こうした課題を踏まえ，新高等学校学習指導要領では，小・中学校で一貫した目標を実現するため，外国語を

用いて「何ができるようになるか」という形で目標を整理し，外国語による「聞くこと」，「読むこと」，「話すこ

と」，「書くこと」の言語活動を通して，コミュニケーションを図るために必要な資質・能力を育成することを明

確にしました。科目構成を見直し，統合的な言語活動を通して「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，

「話すこと［発表］」，「書くこと」の５つの領域を総合的に扱うことを一層重視する科目と，話すことと書くこと

による発信能力の育成を強化する科目をそれぞれ新設し，外国語でコミュニケーションを図る資質・能力を育成

するための言語活動を充実させることとしました。

（参考）

平成30年改訂高等学校学習指導要領解説（外国語編）第１章第２節１

（答）

中学校における学習を踏まえた上で，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くこ

との言語活動やこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，５つの領域を総合的に扱うことを一層重視する

必履修科目として「英語コミュニケーションⅠ」を，選択科目として「英語コミュニケーションⅡ」，「英語コミ

ュニケーションⅢ」を設定しています。

また，話すこと，書くことを中心とした発信力を強化するため，統合的な言語活動を通してスピーチ，プレゼ

ンテーション，ディベート，ディスカッションなどを扱う選択科目として「論理・表現Ⅰ」，「論理・表現Ⅱ」，「論

理・表現Ⅲ」を設定しています。

（参考）

平成30年改訂高等学校学習指導要領解説（外国語編）第１章第２節２

（答）

高等学校外国語科の授業においては，具体的な課題を設定し，コミュニケーションを行う目的や場面，状況な

問１ 高校外国語の改訂のポイントを教えてください。

問２ 高等学校外国語科で新設される科目について教えてください。

問３ 高等学校外国語科における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて，具体的にはどのような授業改

善が必要でしょうか。



どを意識して活動を行い，英語の音声や語彙，表現，文法などの知識を，実際のコミュニケーションにおいて活

用する学習とすることが求められます。こうした過程を通して，外国語科において育成することを目指す「知識

及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」を総合的に育成することが重要です。 特

に，高等学校外国語科においては，「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，「書

くこと」の複数の領域を結び付けた統合的な言語活動の一層の充実を図ることが重要です。

（参考）

平成30年改訂高等学校学習指導要領解説（外国語編）第３章第１節１ほか

（答）文法はコミュニケーションを支える重要なものです。文法事項を学んでは意味ある文脈の中で使い，使っ

ては学ぶといった，理解や練習と実際の使用のサイクルを繰り返す中で，コミュニケーションを図る資質能力を

育成していくことが大事です。

また，授業において，生徒が文法事項を実際のコミュニケーションの場面において，誤りを恐れずに活用しよ

うとする態度を萎縮させてしまわないよう，過度に文法的な正しさのみを強調したり，用語や用法の区別などの

指導が中心となったりしないよう配慮することが必要です。例えば，コミュニケーションを行う目的や場面，状

況などを設定した上で，それぞれの言語活動に必要となる文法事項を提示して，実際のコミュニケーションにお

けるその文法事項の活用の必然性に生徒が気付くような指導を行うことが重要です。

（参考）

高等学校学習指導要領解説（外国語編）第３章第２節２(3)ほか

文部科学省/mextchannel 高等学校の外国語教育はこう変わる！（授業編）

https://www.youtube.com/watch?v=dWh8ILQD7Go

問４ 文法事項の指導においてどのようなことに留意すればよいでしょうか。


